
MAW「ふしぎなおえかき展」
会期：12/17（土）〜 24 日（土）
場所：モトマチ・アートウインドウ
広島市立大学芸術学部 4 年生迫さんによる AR

（拡張現実）展示です。お手持ちのスマホで、子
ども達の絵が動くアニメが鑑賞できます。

今年も1年間お世話になりました！
皆様のおかげで基町プロジェクトでは今年もた
くさんのイベントを行うことができました。来
年も、アート作品を楽しめる展示や、基町のこ
とを学べたり、おしゃべりができる基町資料室
など、基町を盛り上げていきます！

基町資料室「おしゃべりサロン」を開催しました
会期：12/3（土）14:00 − 15:00
基町本通り・大手前・相生通りの写真を見なが
らおしゃべりをしました。皆さんも基町資料室で
懐かしい写真を見ながらお話しませんか？次回
の開催は 1/7（土）の予定です。

「基町写真展2022」巡回展
会期：12/2（金）〜 1/13（金）（時間は施設に準ずる）
場所：広島市青少年センター 1 階ロビー
11 月に開催した広島市中央公民館の巡回展に続
き、写真展の一部を展示します。今年最後の巡
回展ですので、お見逃しなく！

芸術の秋、ガリ版体験
　民生委員の皆さんの取り組みに協力して、M98 隣の make で「達人ギャラリー」を開催しました。
悠悠タウンをご利用されている方による「地域の達人」の作品と、デイサービスで行なっている「手
芸教室」の作品を 1 日限りで紹介しました。
　同時開催した「懐かしガリ版（謄写版）体験」では、特例入居者の三宅さんと一緒に、参加者が鉄
筆で描いた図柄を思い思いのカラフルな色紙に刷りました。手を汚しながらもたくさんの思い出と刷
物ができました。
　また、M98 では特例入居者の芦原さんとヌヒさんがインドネシアのおしるこ「BuBur kacang ijo」
を作りました。BuBur kacang ijo（ブブル・カチャン・イジョ）は緑豆のおしるこで、バンダンの香
りとココナッツミルクの甘い南国のおやつです。
　特例入居者と地域の皆さんの交流が深まる１日となりました。
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ウェブサイトで情報発信中です。
二次元コードか検索をご利用下さい。

SNSも更 新 中！→

 お問い合わせ 詳しい活動情報

基町プロジェクト活動拠点 M98
広島市中区基町 16 番 17-2-103
（基町郵便局２つ隣）

開 所 日：毎週水曜日〜日曜日
開所時間：12:00–17:00
電話番号（開所日のみ）：

0 8 2 – 5 5 5 – 8 2 5 0
※予告なく開所日・開所時間が変更にな
る場合があります。

広島市立大学と広島市中区役所の連携により、若者が中心となった創造的
文化芸術活動や地域交流などに取り組む「基町プロジェクト」を、「基町か
ら広島の復興と創造を発信する」というテーマに基づいて、『（基町の地域
特性を）まなぶ』『（基町の新しい魅力を）つくる』『（基町の内外を）つなぐ』
の 3方向から推進します。また、若者が基町で様々な体験プログラムに取
り組むことで、若者の地域への定着へとつないでいきます。

基町プロジェクトとは？
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